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東京大学の科学研究における行動規範 

 

 

１ 科学研究は、人類の幸福と社会の発展のために欠くべからざる活動である。科学研

究の成果は公開されることにより研究者相互の厳密な評価と批判にさらされ、それに耐

え抜いた知識が人類共有の財産として蓄積され活用される。科学研究に携わる者は、こ

の仕組みのもとで人類社会に貢献する責務を負っており、またそれを誇りとしている。

この科学者コミュニティの一員として、研究活動について透明性と説明性を自律的に保

証することに、高い倫理観をもって努めることは当然である。 

 

２ 科学研究における不正行為は、こうした研究者の基本的な行動規準に真っ向から反

するものである。のみならず、研究者の活動の場である大学に対する社会の信頼をいち

じるしく損ない、ひいては科学の発展を阻害する危険をもたらす。それは、科学研究の

本質そのものを否定し、その基盤を脅かす、人類に対する重大な背信行為である。 

  それゆえ、科学研究を行うにあたっては、捏造、改ざん、盗用を行わないことはも

とより、広く社会や科学者コミュニティによる評価と批判を可能とするために、その科

学的根拠を透明にしなければならない。科学研究に携わる者は、実験・観測等の実施者、

共同研究者、研究グループの責任者など立場のいかんを問わず、説明責任を果たすため

の具体的な措置をとらなければならない。 

 

３ 科学研究に携わる者の責任は、負託された研究費の適正使用の観点からも重要であ

る。大学における科学研究を有形無形に支える無数の人々に思いをいたし、十分な説明

責任を果たすことにより研究成果の客観性や実証性を保証していくことは、研究活動の

当然の前提であり、それなしには研究の自由はあり得ない。その責任を果たすことによ

ってこそ、東京大学において科学研究に携わる者としての基本的な資格を備えることが

できる。 

 

 

 

 

 


